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研究成果の概要（和文）：在日外国人は、1）常に意思疎通ができない不安がある、2）受診時の手続きに支援が
必要、3）医療専門用語の理解が困難、4）信頼関係が構築されると安心、5）日本でのやり方を受容、6）母国と
比較した文化の違いを感じる特徴がある。看護職では、1）言語的・非言語的コミュニケーションを創造的に実
践、2）地域の情報や資源を活用、3）医療専門用語を相手の理解度に応じて表現、4）相互の信頼関係を促進、
5）文化的背景に注目したアセスメントの能力強化が必要である。多文化共生社会が先行している欧米諸国で実
践されている、シミュレーション手法や、当事者に寄り添える手法を参考にした教材が効果的と示唆された。

研究成果の概要（英文）：　According to the study, foreign residents at healthcare facilities in 
Japan are characterized as 1) feeling anxious about communicating, 2) needing assistance with 
procedures, 3) having difficulty understanding medical terminology, 4) feeling comfortable when a 
relationship of trust is established, 5) accepting the Japanese way, and 6) sensing cultural 
differences. Nursing professionals need to 1) creatively practice verbal and non-verbal 
communication, 2) utilize local information and resources, 3) express medical terminology according 
to individual understanding, 4) promote mutual trust; and 5) conduct assessments with attention to 
cultural context.
  In addition, based on discussions about surveys in Western countries (the U.S. and Finland) where 
multicultural practices are prevalent, it was suggested that teaching materials that incorporate 
simulation and other educational methods tailored to the feelings of the people involved will be 
effective.

研究分野：看護学、公衆衛生看護学

キーワード： 在日外国人　多文化共生社会　保健医療人材　多様な文化的価値観　多文化教育

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本社会の少子化に伴い在留外国人人口が急速に増加し、多文化共生社会を呈しつつある状況がある。多様な文
化的価値観を持つ人々の保健医療ニーズと、日々対応する保健医療従事者の対応の現状と、その教育ニーズを明
らかにした。すでに多文化共生社会として選考している欧米諸国での議論や経験を踏まえ、日本における多様性
を尊重したケアができる保健医療人材の教育の在り方を明確にした。これらは、国内での学術的知見を更に発展
させ、保健医療人材の卒然・卒後教育への示唆をもたらすことに貢献する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
平成 28 年末における在日外国人数は約 240 万人と総人口の約 1.9％（総務省）を占め、
その国籍は、主に中国、韓国、フィリピン、ベトナムなどアジア各国の非英語圏からが約７
割を占め、全 196 か国に渡る。在日外国人数が増加し、国籍が多様化することに比例し、文
化的多様性を起因とした在日外国人の健康格差の問題が顕著化しつつある。 
このように多文化共生社会となりつつある我が国の現状を鑑みると、多様な文化的価値
観を持つ人々を理解し、その多様性を尊重したケアができる保健医療人材の育成は喫緊の
課題である。国内の保健医療職の教育において「多様な文化」は、新しく導入されつつある
「医学教育モデルコアカリキュラム（平成 28年改訂）」や「看護学教育モデルコアカリキュ
ラム案（平成 29 年 7 月）」の中で位置付けられている。しかしながら、我が国の現状に照ら
して、多様な文化的価値観の理解を促す教育や取り組みは十分なされているとは言い難い
状況にある。一方、欧米を中心に「カルチュラル・コンピテンス（異文化間能力）」や「カ
ルチュラル・ヒューミリティ（文化的な謙虚さ）」などが学修目標として明確に位置づけら
れ、具体的な教育プログラムが活発に議論されている。 
 
２．研究の目的 
多様な文化的価値観を持つ人々の保健医療ニーズを明らかにし、その多様性を尊重したケ
アができる保健医療人材の教育プログラムを開発することで、健康格差の解消を目指すこ
とである。 
 
３．研究の方法 
(1) 在日外国人の保健医療ニーズ及び国内の保健医療職の対応の現状と教育ニーズの明確  
化 
① 在日外国人の保健医療ニーズの明確化 
    外国人が多く在住する関東圏内に留学生を除く 3年以上在住する在日外国人のうち   
協力の得られた者を対象とした調査を実施した。 
② 日本の保健医療職の教育ニーズの明確化 
外国人が多く在住する関東圏内において、ランダムサンプリングで抽出した一次医    
療施設（診療所）に勤務する経験年数 3年以上の看護師・助産師を対象とし、郵送 
法による質問紙調査を実施した。 

(2) 海外事例の検討 
① 海外実践事例調査・意見交換：米国・マイアミ大学、フィンランド・The National  
Institute for Health and Welfare (THL)と協力し、各国の多文化共生への体制 
や保健医療人材教育の実例を調査した。 

 
４．研究成果 
(1) 在日外国人の保健医療ニーズ及び国内の保健医療職の対応の現状と教育ニーズ明確化 

① 在日外国人を対象とした 2つの調査 

1 つ目は、無記名自記式質問紙調査であり、合計 32か国、230 名より協力を得て、 

日本の医療機関への受診状況やその際の困難状況について日本語能力別に明らかに 

した。分析対象となった 209 名のうち、9割以上は、日本語の能力レベルに関わらず 

日本の医療機関への受診経験があった。日本語の能力レベルの低い者の方が、能力レ 

ベルの高い者より、受診における困難感が高く、有意差が認められた。医療ニーズで 

は、日本語の能力レベルに関わらず、“関節・筋の痛み”、“高血圧”、“妊娠・出産” 

の順で多く報告された。今回の分析対象の 9割以上は、日本の能力レベルに関わらず 

日本の医療機関での困難感を生じていた。その困難感の詳細では、“コミュニケーシ 

ョンに関わる問題”、“疾患・治療への説明不足”、“外来受診の手順”の順に多く報告 

された。分析対象のうち、約 8割程度で、健康問題を予期した不安があると回答した 



ものの、日本語の能力レベルに関わらず日本の保健機関の受診経験があったのは、3 

－4 割程度であった。保健ニーズでは、日本語の能力レベルに関わらず、“高齢者の 

保健福祉”、“非感染性疾患”、“災害時の保健”の順で多く報告された。日本の能力レ 

ベルの低い者の方が、能力レベルの高い者より、受診における困難感が高く、有意差 

が認められた。その困難感の詳細では、“コミュニケーションに関わる問題”、“サー 

ビス利用の手順”の順に多く報告された。 

2 つ目は、1つ目の調査よりさらに協力を得られた計 64名の対象者において、フ 

ォーカスグループインタビューを実施し在日外国人が医療機関受診時に経験してい 

る特徴を明らかにした。結果、「意思疎通ができない不安を常に持つ特徴」、「受診時 

の手続き及び受診中に支援を必要とする特徴」、「医療専門用語の理解が困難である 

特徴」、「信頼関係が構築されると安心して受診できる特徴」、「日本でのやり方を尊重 

し受容する特徴」、「母国と比較した文化の違いを感じる特徴」の 6つの特徴が明ら 

かになった。 

② 保健医療人材への調査 

調査準備を整えた後、COVID-19パンデミックの終息が予測できない状況のため対

象としていた保健医療人材の社会的な負荷を鑑み、調査規模の縮小と待機の時間を

要した。そして協力が得られた、看護師・助産師を対象とした調査を実施した。一

次医療を提供する診療所に勤務する3年以上の臨床経験を持つ対象より、129名の看

護師（101名を分析対象）と157名の助産師（147名を分析対象）の回答を得た。 

主な結果として、両者とも約8割が在日外国人への対応経験があるにも関わら

ず、多様な文化や対応についての教育機会は1割程度と非常に限られており、両者

の間に統計学的な差はみられなかった。英語によるコミュニケーションのレベル

は、助産師のほうが看護師よりも高く、有意差がみられた。在日外国人に対応する

際の態度において、助産師は「文化的な違いの認識」「文化的違いへの柔軟な対

応」「継続学習への意欲」において、有意にスコアが高く、より積極的に対応して

いることが明らかとなった。 

③ 保健医療人材への教育ニーズ 

今回の調査対象であった看護職では、文化的価値観の多様性を尊重するための教 

育機会が不足し、臨床業務の経験をもとに知識の付加や対応方法に工夫をしている

ことが明らかになった。対処方法としては、多様なコミュニケーション手法活用の

強化、医療用語に平易な説明を付加することを強化、卒前・卒後教育における多様

な文化的背景をもつ人々に関する教育（culturally congruent care やcultural 

humilityを取り込んだ）の必要性について議論をした。加えて、日本語の能力が低

い在日外国人の中には、教育レベルの低さや特定の職業に従事している者が含まれ

ることも明らかになった。現在では、日本語もしくは英語等の言語的コミュニケー

ションができないと、対象者と保健医療人材との双方でのコミュニケーションに関

連する問題が起きやすく、配慮を要するグループへの対応が困難な現状も明らかに

なった。特に、産業保健や予防的アプローチ等の公衆衛生的なサービスでは、顕著

な様子が伺えた。 

そして、基礎教育で基盤を作り、継続教育で発展が求められる看護教育に対し、

具体的に次の5つの能力強化を要することが示唆された。つまり、「言語的・非言

語的コミュニケーションを創造的に実践する能力」、「地域の情報や資源を活用する



能力」、「医療専門用語を相手の理解度に応じて表現できる能力」、「相互の信頼関係

を促進する能力」、「文化的背景に注目したアセスメントの能力」である。 

さらに、教育プログラムの開発においては、看護師、助産師について共通して強

化が必要な内容もあるが、職種間での教育ニーズの違いも存在することから、職種

特有の内容も必要であることが示唆された。この課題については、2022年度に新た

に採択された科研にて引き継ぎ検討する予定である。 

 

(2) 海外実践事例の検討  
① 米国での実践事例調査 
マイアミ大学看護学部を訪問し、多様な文化的価値観を持つ人々に対するケアや看   
護教育の実際においてのヒアリング調査を実施した。米国南部にあるフロリダ州にお  
ける特徴として、ヒスパニック系移民を始めとした多様な文化的背景を持つ人々が多 
く在住する。その長い歴史のなかで、大学にも多様な文化的背景を持つ教員の存在が 
ある。また、大学病院では、日本語を含む少数派の言語を持つ患者への医療通訳体制 
や相談窓口が整っていた。また、多言語での子育てには、言語療法士といった専門家 
によりアドバイスを受けられる仕組みも整っているとのことであった。 
これらを踏まえ、研究協力者と協働し、情報の整理を行い複数の学会での発表を通
して議論を発展させた。文化としての捉え方にジェンダー、宗教等への多様性にも広
く対応した看護教育体制や、その方法論としてのシミュレーション教育が取り入れら
れており、日本への適用が期待できる。 

 
② フィンランドでの実践事例調査 

The National Institute for Health and Welfare (THL)とJANK大学を訪問し、 

多文化共生事業に関わる専門家や研究者へヒアリング調査を実施した。保健医療人

材育成やその多文化共生社会の在り方について検討を深められた。日本同様に、少

子高齢化の問題を抱えているフィンランドでは、近年、多重国籍や難民の移住を認

めるなど移民政策を積極的に進め、移民人口が約1.5％（2000年）から約8％（2019

年）へ急増している。移民の出身国は、多い順にイラク、ソマリア、アフガニスタ

ン、シリアと続き、多種多様の文化的背景を持つ移民に対応している。その際に、

有効な人材育成の方法として、e-learningが有効とのことであった。共有された動

画の内容は、フィンランド語（英語キャプチャー）ではあったが、実話をもとにし

たドキュメンタリーであり、学習者の感情の琴線に触れるような流れであった。例

えば、大家族で暮らす文化を持つアフリカ系難民が、雪降るフィンランドに到着し

て一人で生活を始める過程等が表現されていた。当事者の実体験が語られること

で、学習者も疑似体験し、これからの異国で起こる様々な障壁に支援者が寄り添え

るような手法を取っていた。当事者の気持ちに寄り添える教材への工夫は参考にな

る。 

 

(3) 成果の社会への早期還元 

以上の成果等、これまで得られた知見を整理し、国内外での学会での発表、国内外の研究

者との議論を重ねた。また、研究目的や意義に挙げたように、成果を実社会の健康格差の早

期解消に向け、在日外国人を対象にした健康相談会の開催、市民講座や学習会への積極的な

参加、情報提供を行っている。そうして得られた当事者である在日外国人や市民団体、市民

との議論を基に、より現実に即した保健医療人材の教育プログラムへの示唆について国内



外の学術雑誌へ複数の論文の投稿を行った。国際学会の一つである、The Transcultural 

Nursing Society Conference 2020 においては、研究協力者との共著にて、the Best Poster 

Prize を獲得した。 
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